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論文題目 
Ability of Rabeprazole to prevent gastric mucosal damage from Clopidogrel and low doses of 
Aspirin depends on CYP2C19 genotype. 
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1. 被験者の妥当性について  2. 薬剤投与期間の設定理由について 
3. CYP2C19遺伝子多型によるラベプラゾールの薬理動態について 
4. ラベプラゾールの非酵素的な代謝経路について 
5. GSRSの意義について   6. 作業仮説の定量的な裏付けについて 
7. クロピドグレルと PPIの相互作用が観察されなかった理由について 
8. ピロリ菌陽性者と陰性者の振り分けの妥当性について 
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